
 

 

  

 

浦添市男女共同参画推進条例第 16条に基づき、令和 2年度の男女共同参画の推進に関

する施策の実施状況を公表します。 

 

【主な内容】 

１ 審議会等委員への女性の登用状況 

  法令・条例により設置されている審議会等委員への女性の登用率は、令和 3年 4月 

1日現在で 32.5％（前年度 33.1％）となり、ポイントを下げている。 

これを県内 11市で比較すると、那覇市、南城市、宜野湾市に次ぎ 4番目の割合とな

る。本市が目標とする 40％には達していない。 

  また、女性が登用されている審議会等の数は、43機関のうち 36機関であり、全体の

83.7％（前年度 83.3％）を占めている。（別添１参照） 

 

２ 行政委員会委員への女性の登用状況 

  行政委員会委員への女性の登用率は、33.3％（前年度 38.5％）である。 

  また、女性が登用されている機関は４機関のうち３機関であり、全体の 75.0％と 

なっている。                        

 委員総数 うち、女性委員数 割合(％) 

教育委員会 ４ ２ ５０．０ 

選挙管理委員会 ４ ０ ０ 

監査委員会 １ １ １００．０ 

固定資産評価審査委員会 ３ １ ３３．３ 

                                ※R3.4.1現在 

 

３ 市議会議員の状況 

  市議会における女性委員数は、令和 3年４月１日現在で２７人のうち３人であり、 

 全体の１１．１％となっている。 
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４ 自治会長の状況 

  自治会における女性会長数は、令和 2年 4月 1日現在で 41人のうち 4人であり、 

全体の 9.8％となっている。県内１１市の平均は 11.8％であり、下回っている。 

 

５ 市職員の管理職の在職状況 

  本市管理職への女性の登用率は、令和 3年 5月 1日現在で 22.2％（前年度 22.8％）

であり、うち、一般行政職については、21.6％（前年度 32.1％）である。 

これを県内１１市で比較すると、管理職、うち一般行政職共に二番目に高い割合であ

り、１１市の平均 11.6％（うち、一般行政職の平均 11.7％）を大きく上回っている。 

 

 


